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以前の学校だよりでは「身体は寝ているときにつくられる」という内容を記載しまし

たが、今回は「脳の栄養＝愛情！」というテーマで私見を述べたいと思います。 

「脳」と言う言葉を聞くと、私はアフリカの難民キャンプで勤務して

いた日本人医師（脳科学においても専門の方）が語っていた以下の内容

をいつも思い出します。 

 

 「・・・栄養失調でこのキャンプに来ている難民の子どもも、日本の子どもも、体重

の違いはあるが脳の大きさや重さに変わりはない。人の体はどんなに

食料不足で栄養が摂取できなくても脳だけはその影響を受けないよう

なシステムになっている。・・・」  

 「・・・ただ、それでも脳の大きさや重さに影響を受ける場合があ

る。それは、長期に渡って子ども時代に精神的な虐待を受けた場合で

ある。ある海外の事例では、幼い時から長期に渡って精神的な虐待を

受けていた子どもの脳を調べたところ、その子どもの脳は大きさも重さも同年代の子ど

もと比較してかなり萎縮していた。・・・」 

 

 

 本題となりますが、この事例から考えると私は子どもの脳に必要な栄養は、もちろん

重要ではあるがそれは最優先事項ではなく、一番は「愛情」と言えるのではないかと考

えました。（※脳の萎縮とは長期に渡っての精神的な虐待であり、これは特殊な例であ

ることは上記の医師の方も述べていました。） 

 脳の栄養は「愛情」であるらしいことはなんとなく理解できます。さて、「愛情」は

どのように栄養として脳に届いているでしょうか。私は「愛情」は子どもの五感（視

覚、聴覚、触覚、味覚、嗅覚 ※第六感もあるかもしれません）を通じて脳へ届けられ

ると考えました。良く聞く話として、「味噌汁の味（味覚）」「温かな両親の視線（視

覚）」「励ましの言葉（聴覚）」などを人は「大人になったときに思い出す」というこ

とがあると思います。このことこそ、子どもの時の「五感を通した愛情の記憶」が未だ

栄養の痕跡として脳の中に残っている証拠だと考えます。 
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では、どのような愛情の与え方が良いのか、悪いのか。大変難しい問題です。これは

それぞれのご家庭の環境でも違います。それぞれの子

どもの個性でも違ってきます。例え兄弟姉妹であって

もそれぞれの成長過程で考え方は変化をしていきま

す。よって、私は「愛情」の与え方の何が良くて何が

悪いかなどという正解は無いと考えます。（※虐待だ

けは絶対にだめです。「虐待とは、日本のこども家庭

庁より、🔵身体的虐待🔵性的虐待 🔵ネグレクト 

🔵心理的虐待 の４つに分類されています） 

大切なことは、「正解を決めつけずに子どもも保護者も共に考え続ける」ということ

だと私は考えます。 

「親」という漢字はその語源は「近づいてよく見る」ということらしいのですが、反

対に「親」という漢字は「親＝木の上に立って見守る＝距離を取って離れて見守る」と

考えることもできます。「近づく↔離れる（でも、見守る）」を繰り返し、「近づく回

数」を減らし、やがて「親」は「木の上に立って見守る」ことも卒業するのではないで

しょうか。（※「見守られる」は感覚で言うと「第六感」（何となく感じる安心感のよ

うなもの）による愛情と言えるのかもしれません） 

文科省が定めた「学習指導要領」には「連携・協働」というキーワードが記載されて

います。教育には、家庭教育、学校教育、社会教育と様々な教育の形がありますが「愛

情を子どもの脳に届ける」という共通した視点でお互いに教育について考えることも一

つの大切な視点であると私は思っています。 

保護者の熱い思いを受けて「日本人会の一室」で産声を上げたシンガポール日本語補

習授業校は来月で開校３４年を迎えます。（１９９２年１０月に日本人会の一室で開

校）これからも保護者の皆様のご理解とご協力を得ながら補習校としての立場で子ども

達の教育を推進していきます。 

 

 

 

前期は低学年の子どもを中心に大勢の参加がありました。後期

も以下の日程でボランティアの皆様による読み聞かせを開催しま

すので、ぜひご参加ください。 

  開催日   ９月１２日  １０月１７日  １１月２１日  １２月１２日 

１月 ９日   ２月１３日  ※いずれも土曜日 

時 間   １６：３５ ～ １７：００頃まで 

場 所   AVルーム（C棟１階） 

 

第六の感覚もあり？ 



 

 

来月より後期となります。後期は令和８年度の教育活動を推進していくことに加え、

令和９年度に向けての教育課程策定も進めていくことになります。 

そこで、補習校に対する児童生徒のイメージを探り、今後の学校経営の参考とするこ

とを目的に８月２９日（土）に以下の項目のアンケート調査を実施しました。 

※対象学年 小２～中３ 

＜アンケートの項目＞ 

 補習校で楽しいと思うことは何ですか。当てはまる数字に○をつけましょう。 

※○はいくつつけてもいいです。 

１ 友達と会えることは楽しい。【出会いは素晴らしい】 

２ 先生からいろいろ教えてもらうことは楽しい。【学べて楽しい】 

３ 日本語を書くことは楽しい。【日本語を使えて楽しい】 

４ 日本語で話ができることは楽しい。【日本語を使えて楽しい】 

５ 国語を勉強することは楽しい。【学べて楽しい】 

６ 日本の行事（子どもの日集会、七夕集会など）について学べることは楽しい。 

                              【学べて楽しい】 

 

 

 

 

 

 アンケートの結果については、分析をおこない来年度の学校経営を説明するときの 

参考資料としてお知らせをいたします。 

 

 

本校で夏休みに積極的に取り組んでいるコンクールですが、今年は「全国書画展覧会 

７９点」「日本語大賞 ７点」「読書推薦文 ２４７点」の作品を応募させることがで

きました。海外で暮らす子どもは、日本の学校と違って日本語による作品募集に応募す

る機会は少ないのですが、補習校の子ども達が自分の日本語能力を生かして、作品に応

募すること自体に大きな意義があると考えています。これからも「日本語を使って挑戦

する心」を忘れないでほしいです。 

 

 

 

 

アンケートの項目は本校のスロー

ガン「３Ｃ」に基づいています。 

日本語による表現活動を通して「挑戦する心」

が芽生えれば、それは「日本語が使えてうれし

い」活動と言えます。 


